
建設業における低圧電気取扱作業の安全（特別教育テキスト） №131101 

＜新旧対照表＞ 第 5版（令和 4年 7月 26日） 

【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 

※参考等の法令改正は引用先となる「発翰番号」「表題」のみ掲載します。 
 

（旧版） 第 4版 3 刷（令和 3年 2月 26日） （新版） 第 5版（令和 4年 7月 26日） 

[ 表記・用語の統一 （例：職場→事業所 など） ]  

※旧版から新版への変更にあたり、引用および法令に基づく部分等を除き、 

・「低圧用ゴム長靴」 → 「ゴム長靴」 
上記の通り「表記・用語の統一」を行いました。なお、修正頁は割愛します。 
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（旧版） 第 4版 3 刷（令和 3年 2月 26日） （新版） 第 5版（令和 4年 7月 26日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

11 5 行目 高圧や特別高圧電気による件数を上

回っています。 

11 5 行目 高圧や特別高圧電気による件数と同程度で

す。 

12 図 2-6 （右記の図に差し替え） 12 図 2-6  

 

 

 

 

 

 

42 図 3-18 （右記に差替え） 42 図 3-18  

 

 

59 図 4-10 （右記の通り、ランヤードを追加） 59 図 4-10  
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（旧版） 第 4版 3 刷（令和 3年 2月 26日） （新版） 第 5版（令和 4年 7月 26日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

59 表 4-1 （右記、赤枠部分を加筆） 59 表 4-1  

  

66 19 行目 作業方法、使用保護具、工具、器具及び、電

路の位相別の取扱い順序などや作業計画書

の内容の周知を行います。 

 

66 19 行目 作業方法、連絡方法、使用保護具、工

具、器具及び、電路の位相別の取扱い順

序などや作業計画書の内容の周知を行い

ます。 

 

66 下から 

１行目 
通電禁止の表示、短絡接地、監視人の配

置が必要です（図 5-7）。 

 

66 下から 

１行目 

通電禁止の表示、短絡接地、監視人の配置が

必要です（図 5-5）。 

73 １行目以降 （4）119番通報及び上司への連絡 

119番通報及び上司への連絡は、次のこ 

とを伝えます。 

 

73 １行目以降 （4）119番通報及び緊急時対応責任者へ 

の連絡 

119 番通報及び緊急時対応責任者へ 

の連絡は、次のことを伝えます。 

 

77 事例 -１  

 原因 2. 

2．整備不良（経年 10 年）の水中ポン

プを使用していた。 

 

77 事例 -１  

 原因 2. 

2．整備不良（漏電していた）の水中ポンプ

を使用していた。 

81 事例 -５  

 原因 3. 

3．水などの導電性の高い場所に分電盤

を設置した。 

 

81 事例 -５  

 原因 3. 

3．水たまりの近くなどの導電性の高い場所

に分電盤を設置した。 

81 事例 -５  

 対策 1. 

1．水などの導電性の高い場所に分電盤

の設置を計画しない。 

 

81 事例 -５  

 対策 1. 

1．水たまりの近くなどの導電性の高い場所

に分電盤の設置を計画しない。 

 


